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ʢ2015 ೥ahSBシステムが஫໨をूめておりɼGPGPU

ʢGeneral Purpose computing on Graphic Processing Unitsʣ
と૯শされているɻGPU ೳྗをフルにൃشさせるにはɼߴ
౓なソフトウェアٕज़がඞཁとされるがɼJFEテクノリサー

チではいちૣくその։ൃをߦないɼ֤छը૾Ԡ༻ࠪݕ૷ஔ
に࣮૷しޮՌを্げているɻ

2．	GPGPU 技術と画像検査システム

GPUはը૾ඳըにؔする৘ใをシステムからडけऔりɼ
ないɼディスプレߦをࢉඪや৭ɾೱ౓などの֤छը૾ԋ࠲
イにग़ྗするػೳを༗するɻॳظの GPUは௖఺ฤूɼը૾
มܗɼըૉ୯Ґのม׵などのॲཧごとにઐ༻のճ࿏を࣋っ
たものを౷߹したものであったɻ2004 ೥ࠒよりɼҰつのճ
࿏を༻いてプログラムによりॲཧ಺༰をܾめるユニファイド
シェーダとݺばれるߏ଄がීٴし࢝めたɻCPUもマルチコ

アɾマルチスレッドԽなどのฒྻԽٕज़でߴ଎Խをਤって
いるもののɼGPUは୯ମで਺ઍのコアを࣋つ௒ฒྻチップ
とଊえることができるɻハードのਐาに൐いɼGPUのॲཧ
のためのプログラミングをޮ཰తにߦなうことができる։ൃ
されるようになったɻその୅දがڙもఏڥ؀ NVIDIA® ࣾよ
りެ։された GPGPU ༻プログラミングޠݴ CUDATM

であ

る
1ʣɻGPUのハードߏ଄のֵ৽とそれを༻いるソフトウェ

ア։ൃڥ؀のॆ࣮によりɼGPUを਺஋ԋࢉに༻いるGPGPU

̉㤣ͷԠ༻ٕज़を։ൃしてきた

2, 3ʣɻ

3．	画像検査処理の概要

ը૾ࠪݕॲཧのҰൠతなྲྀれを図 1にࣔすɻຊྫはਖ਼ղ
ը૾をマスターとしɼリアルタイムで૾ࡱされるࠪݕը૾に
ճసิਖ਼ɼ಺ૠɾ֎ૠॲཧやシェーディングิਖ਼をՃえɼ
෼ׂྖҬごとにҐஔ߹わせをߦないɼҟৗと൑ఆするᮢ஋
ը૾を࡞੒しɼਖ਼ղը૾とのࠩ෼によりҟৗを൑྄嘀੒∵判ॲ ᡲ㰀਀ғϯ਀Γ
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GPGPU Ԡ༻ߴ଎ը૾ࠪݕシステム
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ଟいパターンマッチングの 70 ഒとେきくߴ଎ԽޮՌがಘら
れているɻ
図 3はը૾ॲཧシステムとしてのߴ଎Խྫをࣔすもので

ありɼA4サイズのը૾を 0.1 mm/ըૉのਫ਼ࡉ౓でऔりࠐみɼ
1 ຕ౰たりのըૉ਺が 2 048ʷ2 816 ըૉʢը૾サイズ 5.5 MBʣ
のը૾をਖ਼ղը૾とൺֱしてܽؕݕग़させたものであるɻ
ಉ༷のॲཧを CPUのみでॲཧするコードとɼGPU ॲཧをซ
༻するコードを࡞੒しҰ࿈のը૾ࠪݕシステムとしての଎
౓をൺֱしたɻCPUのみのシステムでは 1 ຕのࠪݕに
1 040 msをཁしているのにରしɼGPGPUをซ༻したシステ
ムではɼ߲ࠪݕ໨にೱ౓ࠩʢจࣈがബいʣもՃえたにもか
かわらずɼ109 msと໿ 10 ഒの଎౓でܽؕݕग़をߦなうこと
がՄೳとなったɻຊྫでは CPUのみのॲཧの৔߹の CPU

ෛՙ཰が໿ 70ʙ80ˋとߴਫ४にあるのにରしɼGPU ซ༻シ
ステムのそれは໿ 15ʙ20ˋఔ౓となっておりɼシステムの
҆ఆԽやそのଞの CPU ॲཧの௥Ճ༨஍をੜみग़すなどのޮ
Ռもಘているɻ

なおɼGPUをซ༻したシステムの։ൃにあたってはɼ3

ষにड़べた GPUにదしたॲཧをબ୒することにՃえてɼ
チューニングとݺばれるコードの࠷దԽを࣮ࢪしているɻ
GPUを༻いたシステムのߴ଎Խチューニングはɼʢ1ʣ シェ

アードメモリーなど GPUユニットのメモリーのޮՌతなׂ
෇ɼʢ2ʣ ランダムアクセスをආけるデータׂ෇ॱのઃఆɼ 

ʢ3ʣ CPU-GPU ؒのデータసૹ࣌ؒதもॲཧをதஅさせない
ストリームઃఆɼʢ4ʣ CPU ଆのスレッドも׆༻した GPUと

CPUのޮ཰తな࿈ܞɼなどがキーポイントでありɼݧܦと
ノウハウがඞཁであるɻ

5．	おわりに

ը૾ࠪݕシステムに GPGPU ٕज़をద༻することにより
CPU ॲཧ଎౓がネックとなっていたߴ଎ɾߴਫ਼૾ࡱࡉԼの
ը૾ࠪݕシステムをཱ֬したɻຊシステムはお٬༷のଟ༷
なごཁٻを൓өしたカスタマイズシステムとしてࢢ৔に౤ೖ
しておりɼすでに 6システムがՔಈしているɻなおɼJFEテ

クノリサーチではお٬༷が։ൃしたը૾ॲཧやҰൠ਺஋ղ
ੳの CPUコードを਍அしɼGPGPUによるߴ଎コードにॻ
き׵えるडୗソフトウェア։ൃもߦなっているɻ
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